
令和３年度 学校評価アンケート集計結果 R3.12実施（児童数 515 回答数 287） 

 

   はい  まあまあ    あまり  いいえ 

 

 

 

 

 

 多くの方が肯定的な意見であった。今後も教育活動を理解していただけるよう，手紙や HP等で 

発信していくとともに，毎日の学校生活を充実させていく。 

 

  オンラインで繋がったり映像を見たりして，中学校の様子を知ることができた。教職員も３校で

オンライン会議を行ってきた。今後も四小，白山中と連携し，小中一貫教育の充実に努めていく。 

 

 多くの方が肯定的であった。引き続き，少人数指導担当との連携や，ICTの活用，発問や板書の工

夫等行い，児童が楽しく分かりやすい授業を目指していく。 

 

 

 

 

 

  どの学年も教科横断的カリキュラム・マネジメントを行い，一小ならではの活動を行ってきた。今

後も，今年度の活動をもとに，さらに実りある地域学習，体験活動ができるよう計画していく。 

 

 

 

 

 

 児童一人一人と向き合い，個々の良さを見つめ，力を発揮していけるよう，家庭との連携を密にし

て児童の成長を支えていく。 

０％ 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ あなたは保護者として一小の教育活動に満足して

いますか。

０％ 20% 40% 60% 80% 100%

設問１  

あなたは保護者として一小の教育活動に満足して

いますか。 

設問２ 

白山中区では「共に支え合い，たくましく生きようと

する１５歳」を目指し，小中一貫教育を行っています。

学校は小中一貫教育に努めていると思いますか。 ０％   20%       40%      60%       80%     100% 

設問３ 

学校は熱心に学習指導に取り組み，分かりや

すい授業やきめ細かい指導をしていると思

いますか。 

０％ 20% 40% 60% 80% 100%

設問４ 

学校は生活科や総合的な学習の時間などを

中心に，地域学習や体験活動等，特色のある

教育活動を行っていると思いますか。 

設問５ 

教職員はお子さんをよく理解していると思

いますか。 



 

 挨拶は大切なコミュニケーションである。マスク着用により声が聞こえづらいことがあるが，相

手を見て聞こえる声でしっかりと挨拶ができるよう，引き続き指導していく。 

 

 何度か 

 

 

 

 登下校は安全管理員や子ども見守り隊，地域の方々に見守られ大変感謝している。しかし，時々危

ない場面もあり，いつでも交通ルールを意識して行動するよう指導していく。 

 

 

 

 

 

 道徳の授業や「いのち こころ からだ」の学習など，本校では大切に取り組んでいる。また，行

事や様々な日常の活動を通しても，思いやりの心を大切に育てていく。 

 

児童対象のアンケートを行った際には，担任が面談を行ってきた。普段から児童が相談をしやす

い雰囲気を大切にし，児童が安心して生活できるよう，いじめ防止や早期発見に努めていく。 

 

 児童や保護者の方が困った時には学校へご相談いただき，一緒に考えていくように努めている。

面談を行ったり関係機関の紹介をしたりしながら，よりよい手立てを考えていく。 

 

〇今年度から WEB アンケートの形式にしました。メール等で再度アンケートの周知を図る等，来年度以降検討してまいり

ます。ご協力いただき，ありがとうございました。 

０％ 20% 40% 60% 80% 100%

０％ 20% 40% 60% 80% 100%

０％ 20% 40% 60% 80% 100%

設問６ 

お子さんは家庭や地域で進んで挨拶をして

いると思いますか。 

設問７ 

お子さんは登下校中や放課後等に，交通安全

のきまりを守ろうとしていると思いますか。 ０％ 20% 40% 60% 80% 100%

設問７ 

お子さんは登下校中や放課後等に，交通安全

のきまりを守ろうとしていると思いますか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問８ 

お子さんは道徳の授業や学校内での様々な活動

を通して，他の人を思いやる気持ちが育っている

と思いますか。 

設問９ 

お子さんは学習や心身，友人関係のこと等で悩

んだ時に教職員に相談していると思いますか。 

設問１０ 

学校には特別支援教育コーディネーターや教育相談の担

当がいて，お子さんや保護者の困り感に寄り添い，相談

を受けたり，関係機関に繋げたりできることを知ってい

ますか。 


